
　和牛の里として知られる口和は、牛にちなんだイベントや西城川の川の幸、春

にはまんさく、６月にはホタルが飛び交うなど自然豊なところです。また、新鮮野

菜やそば、ケーキ、アイスなど、地元ならではの食べ物もいっぱいです。
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■「シネマ楽笑座」を開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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今月の主な内容

■「道」を見直す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■国民年金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第25回庄原よいとこ祭・・・・・・・・・・・・・・・・・

■リサイクルを学ぶ講座を開催・・・・・・・・・・・

■非核平和都市宣言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■県立広島大学に研究費を助成・・・・・・・・・・・

■地域情報化計画策定委員会を設置・・・・・・・
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■障害児タイムケア事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■応援します！あなたの子育て・・・・・・・・・・・・・

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・
■庄原市農業委員会 新体制でスタート・・・・・・

■庄原市シルバー人材センターをご利用ください・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」見る・食べる・遊ぶ・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine 見る
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ほたる見公園

鮎の里公園・高瀬の湯

持ち揚げ観音

鮎料理・広島牛の焼肉 モーモーアイス

　　江戸時代以降の郷土の人々が

使用していた生活道具、遺跡からの

出土品、蓄音機、劇場用映写機、初

期ラジオ、1500年前のクジラや貝の

化石など計1300点を展示しています。

　　現在でも、この蓄音機、劇場用映

写機、初期ラジオを修理して定期的

に鑑賞会などを開催しています。

鈎0824－87－2230（開館日は月・

木曜日）

　　鮎の里公園のすぐそばにある

持ち揚げ観音には、古くからの言

い伝えがあります。この観音様に

願い事をかけながら持ち上げ、軽

く感じればその願いは叶い、逆に

重く感じれば、その願いは叶わな

いと伝えられています。

口和郷土資料館

　町内唯一の温泉宿泊施設です。地下500ｍ

から汲み上げる、天然のラドン温泉かけ流し

風呂で疲れを癒した後は、天然の鮎・和牛肉

など口和の味覚でお楽しみください。

　和牛の里口和ならやっぱ

り「焼肉」。美味しいお肉がい

つでも食べられます。

　また、西城川で釣ったばか

りの新鮮な天然鮎の塩焼き

も美味！
ほたる見公園内の竹地川で遊ぶ

子どもたち（7月23日（土））
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　口和の良好な環境で育った乳牛の

上質な牛乳をたっぷり使い、新鮮な

卵を加えて作った「乳やのかあちゃ

ん手づくりアイス」です。添加物を使

用せず、美味しさと安全を追求した

自慢の味です。

モーモー物産館「しんぎょう庵」の手打ちそば
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　竹地川のすぐ

そばにあるほた

る見公園は、キャ

ンプを楽しむ家

族連れでにぎわい、

初夏には、無数のホタルが放つ幻想的な光のダンスを見ることで

きます。また、天然記念物のオオサンショウオも数多く生息しており、

時折見ることができます。

　地元産のそば粉を使った、手打ちの二八そば（ざるそば・肉

そば・やまかけそば）を味わ

うことが出来ます。

　物産館では、口和新鮮野

菜市も開設され、季節の野

菜のほか、特産品の山の幸

がところ狭しと並んでいます。
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